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ベトナム交通技術大学（UTT）とのウェビナーの開催
2024年９月24日

2024 年９月 24 日（火）、日本時間 11：00～14：00、
運輸総合研究所は、ベトナム交通技術科学大学（UTT）とウ
ェビナーを開催しました。

■UTTについて
UTTは、1945年に公共事業大学（Public Works College）

として設立され、2011年４月にはベトナム交通運輸省に直
属する総合大学に格上げされた大学です。2017年には、高
度教育の基準を満たしていると認められたベトナム最初の15
国立大学の１つに認定され、現在に至っております。

UTT は、交通工学、機械工学、経済学、ロジスティクス、
情報技術、エレクトロニクス、環境科学など、運輸業界と国
民経済に貢献するための学術の応用工学を主な対象分野とし
ており、2024年の学生数は約20,000人です。

■ウェビナー開催の経緯
2023年12月18日にハノイで開催しました「日越外交関

係樹立50周年記念認定事業　持続可能な交通インフラ（鉄
道、港湾、空港）の整備と運営～日本の経験を踏まえて～」

（当該イベントの詳細は、運輸総研だよりVol.9　2024冬号
P.15～を参照）に、UTTのKhiem会長が出席されました。
その後、Khiem会長より上記イベントの内容を考慮し、ベト
ナム運輸省とも相談の上、運輸総合研究所との今後の協力の
可能性を探っていきたいとの申し出がありました。これを受
け、運輸総合研究所とUTTの担当者間で調整を行い、UTTの
興味関心が高い（１）鉄道、（２）運輸部門の脱炭素化を軸と
したウェビナーを開催することになりました。

■ウェビナーの概要
開催日時：2024年９月24日　日本時間11：00～14：00

1．開会挨拶
・Khiem会長より開会挨拶。2024年９月に発生した石川県

奥能登豪雨の水害に対するお見舞いと、運輸総合研究所と
の協力関係の構築に期待している旨の発言

・藤﨑研究統括より、2024年9月に発生した台風11号に
よるハノイの水害に対するお見舞いと、JTTRIの紹介、最
近の研究テーマ一覧・発表可能テーマを紹介

・富田AIRO次長よりネットワーキングやイベントをはじめと
するAIROの活動を紹介

・藤﨑研究統括による運輸総合研究所の研究テーマ等の紹介

2．鉄道に関する研究事例紹介
・運輸総合研究所：日本の高速鉄道及び都市鉄道に関する報

告（金山研究統括）、及び日本のTOD事例紹介（武藤主任
研究員）

・UTT：ベトナム鉄道の歴史及び高速鉄道研究に関する成果
と方向性に関する報告（Thang土木学科副学科長）

Khiem会長による開会挨拶

藤﨑研究統括による運輸総合研究所の研究テーマ等の紹介

Thang副学科長による鉄道研究紹介
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合意されたこと、一方で、②UTTにおける研究分野は幅広い
こと（道路及び橋梁、鉄道に関する技術研究等）が分かりま
した。そのため、UTTとどのような分野で具体的な協力関係
が構築できるかを検討するために、今後も継続した交流を進
めていきたいと考えております。

3．運輸部門の脱炭素化に関する事例紹介
・運輸総合研究所：運輸部門の脱炭素シナリオ分析について
（谷口研究員）、及び交通分野の水素活用について（小御門
研究員）

・UTT：UTTにおける脱炭素研究に関する取り組み（Tuan
脱炭素研究チーム代表）

報告のあと行われた質疑応答では、Khiem会長からは船舶
における水素利活用の実態についての質問や、UTTの参加者
から日本の鉄道のメンテナンスにおける課題についての質問
があり、とても盛り上がる質疑応答となりました。

最後のウェビナーの総括では、運輸総合研究所の藤﨑研究
統括からは、双方の研究分野を把握しながら、いずれかが設
定したテーマに基づくセミナーや、お互いに興味関心のある
テーマにお互いが発表しあうセミナー等を開催していくこと
をUTTに提案しました。Khiem会長からは、水素について日
本から学びたい等、個別テーマに関する直接の情報交換を含
めて、様々な協力を検討したい旨の発言がありました。

また、このウェビナーを通じて、①運輸総合研究所とUTT
は、今後の相互協力の可能性を継続して調整していくことが

運輸総合研究所側会場風景

ウェビナー参加者の集合写真

UTT側会場風景

小御門研究員による水素社会研究紹介
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